
ＬＧＣ容器使用中、使用前後のチェックリスト

　　※１　一般的に容器バルブはバルブを一度全開にして半回転程度逆に戻し

　　どちらにでも回る状態で使用する事を推奨されております。

　　バルブが開いているにも関わらず、閉まっていると勘違いして、無理に

　　開こうとしてバルブの破損を防ぐ有効な手段として浸透しておりますが、

　　ＬＧＣ容器のバルブについては全開で使用して下さい。

　　バルブを全開にすると構造上ハンドルの締め付け力でグランドパッキンが

　　シールする為、スピンドル部からの漏れを防ぐ事が出来ます。

　　合わせてバルブの開閉札を使用する事を推奨致します。

１.   容器圧力計が、正常な圧力を指示しているか　※１

　　　１）加圧弁が開になっている　　

➡開になっていたら閉にして下さい。

　　　２）すぐに圧力上昇になる場合容器の真空材の劣化が考えられます。

　　

　　　３）自然蒸発による圧力上昇　　

➡ガス放出弁よりガスを抜いて下さい。

　　１－２　容器の内圧が異常に低い

　　　 １）取出し量（使用量）過剰

➡使用量を少なくして下さい。

　　　 ２）加圧弁が閉になっている

➡加圧弁を開けて下さい。

　　 　３）ガスの残量確認

➡ガスが空ではないか

　　　　斜めにしてみて下さい。位置が元に戻ります。

　　　　なくなっていたというケースが多くあります。

　　　　フロートがひっかかっている事がありますので、軽く容器を

使

用

中

２．容器、フレキホースから、漏れていないか　

３．容器の残量が使用量に対して十分であるか　※2

　※２　使用前、使用中にガス残量を確認しないと気が付いたらガスが

使

用

開

始

前

　　※１－1　容器の内圧が異常に高い

４．容器などからガス漏れなどないか

１．フレキホースがしっかり接続されているか

２．フレキホースに損傷などないか

３．容器の転倒防止はされているか

９．直射日光に当たってないか（４０℃以下に保っているか）

　　（容器の液体取出し口や蒸発器、集合装置など）

➡購入窓口に相談して対応して下さい

６．室内で使用する時は通気が良好であるか

７．残量が使用量に対して十分であるか　　

５．付近に火気または可燃物がないか

８．液体取出し弁のバルブを全開に開く　※１



　　※１　すべてのバルブが閉じているか確認

　　※２　ガス残量を確認して、空もしくは少なくなっていたら供給元に

　　※３　フレキホースに液体が閉じ込められホースが破損する恐れがある

お問い合わせ先

株式会社 冨士山

〒252-0301

神奈川県相模原市南区鵜野森1-16-11

TEL：042-742-4065

LINEでのお問い合わせやガス注文も可能です。

右のQRコードから

「冨士山 公式LINE（ID:@306xjyad）」を友だち追加してください。

使

用

後

１．バルブを閉止　※１

２．ガスの残量確認　※２

３．フレキホースの出口側にあるバルブは開になっているか　※３

　　　　　注文をする


